
町
村
レ
ベ
ル
で
も
発
行

で
き
る
市
場
公
募
債

「
ミ
ニ
市
場
公
募
債
」
―
―
そ
ん
な
公

募
債
を
、
全
国
の
都
道
府
県
や
市
町

村
が
、
相
次
い
で
発
行
し
て
い
る
。

ミ
ニ
市
場
公
募
債
は
地
方
債
で
、

民
間
か
ら
資
金
調
達
す
る
市
場
公
募

債
の
一
種
だ
。
市
場
公
募
債
が
「
16

の
都
道
府
県
と
13
の
政
令
指
定
都
市

が
発
行
す
る
地
方
債
で
購
入
対
象
者

も
機
関
投
資
家
が
中
心
」（
総
務
省
自

治
財
政
局
地
方
債
課
）
な
の
に
対
し
、

ミ
ニ
市
場
公
募
債
は
、「
購
入
対
象
者

が
発
行
自
治
体
在
住
の
住
民
に
限
定

さ
れ
て
い
る
」（
同
）う
え
、
発
行
総
額

も
市
場
公
募
債
よ
り
も
低
額
の
た
め
、

町
村
レ
ベ
ル
で
も
発
行
で
き
る
の
が

特
色
だ
。

総
務
省
に
よ
れ
ば
、
発
行
自
治
体

は
「
03
年
度
末
で
80
団
体
ぐ
ら
い
に

は
到
達
し
そ
う
で
、
発
行
総
額
も
２

６
０
０
億
円
台
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」（
前
出
・
自
治
財
政
局
地
方
債
課
）

と
予
測
。
02
年
度
実
績
の
34
団
体
、

１
６
３
６
億
円
と
比
較
し
て
も
大
幅

な
増
加
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

で
は
な
ぜ
、
ミ
ニ
市
場
公
募
債
が

人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

ま
ず
、
自
治
体
側
の
事
情
だ
が
、

「
01
年
度
の
財
政
投
融
資
改
革
以
降
、

政
府
資
金
を
自
治
体
が
借
り
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
自

分
た
ち
で
資
金
を
調
達
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
」（
同
）
こ
と

が
大
き
い
。

こ
れ
に
加
え
て
、「
地
域
住
民
に
出

資
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
方
行
政

に
参
画
し
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
」

（
あ
る
自
治
体
幹
部
）
と
い
う
ネ
ラ
イ

も
あ
る
。

一
方
、
購
入
す
る
住
民
側
か
ら
も

人
気
を
集
め
て
い
る
最
大
の
理
由
は
、

「
銀
行
預
金
な
ど
に
比
べ
、
利
回
り
が

高
い
こ
と
や
元
利
保
証
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
債
権
な
の
で
預
金
と

は
異
な
り
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
も
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」（
前
出
・

総
務
省
自
治
財
政
局
地
方
債
課
）
と
。

実
際
、
す
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る

ミ
ニ
市
場
公
募
債
の
利
率
を
見
る
と
、

０
・
３
㌫
以
上
の
も
の
が
目
立
ち
、

な
か
に
は
１
・
０
㌫
を
超
え
て
い
る

も
の
も
。
同
公
募
債
を
発
行
す
る
自

治
体
側
の
事
情
と
、
購
入
す
る
側
の

住
民
の
ニ
ー
ズ
と
が
う
ま
く
噛
み
合

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建

て
替
え
に
活
用
の
西
伯
町

で
は
、
ミ
ニ
市
場
公
募
債
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
病

院
や
学
校
、
公
園
や
福
祉
施
設
と
い

っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
に
、
こ

の
種
の
債
権
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
だ
。

例
え
ば
、
鳥
取
県
西
伯
町
が
03
年

４
月
に
発
行
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
西

伯
町
民
債
」
は
、
町
単
位
の
ミ
ニ
市

地
方
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、全
国
の
地
方
自
治
体
が「
新
た
な
財
源
」と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
の
が
、ミ
ニ
市
場
公
募
債
だ
。
購
入
す
る
住
民
側
も
、利
率
が
高
い
こ
と
や「
行
政
へ
の
参
画
意

識
向
上
に
つ
な
が
る
」と
、評
判
は
上
々
だ
。は
た
し
て
、公
募
債
で
地
域
力
は
ア
ッ
プ
す
る
か
。

地
方
自
治
体
が
期
待
を
寄
せ
る

ミ
ニ
市
場
公
募
債
の
実
力
は
？
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ミ
ニ
市
場
公
募
債
を
発
行
す
る
自
治
体
が
続
出
!!

西伯町のミニ市場公募債券100万円分。

満期分の利札がついている

高知市「龍馬債」の募集チラシ



場
公
募
債
と
し
て
は
全
国
初
の
も
の

と
し
て
、
発
行
当
時
は
大
い
に
注
目

を
集
め
た
。

対
象
事
業
は
、
同
町
内
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
西
伯
有
楽
苑
」

の
建
て
替
え
だ
。
人
口
わ
ず
か
６
０

０
０
人
規
模
の
同
町
が
ミ
ニ
市
場
公

募
債
発
行
に
踏
み
切
っ
た
理
由
に
つ

い
て
、
同
町
総
務
課
の
藤
原
宰
氏
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
本
町
で
は
、
従
来
か
ら
様
々
な
形

で
行
政
施
策
へ
の
住
民
参
画
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
同
時
に
福
祉
施

策
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た

経
緯
の
も
と
、
住
民
の
方
々
に
さ
ら

に
町
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
参
画
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ミ
ニ
市
場
公

募
債
の
発
行
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決

め
た
」
と
。

町
長
の
坂
本
昭
文
氏
は
、
福
祉
施

策
に
熱
心
な
自
治
体
で
結
成
す
る

「
福
祉
自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
だ
け
に
、
実

際
、
発
行
に
対
す
る
住
民
の
反
響
も

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

利
率
０
・
３
㌫
で
発
行
総
額
は
５

０
０
０
万
円
。
最
低
購
入
額
は
10
万

円
か
ら
と
し
、
購
入
限
度
額
は
１
０

０
万
円
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
「
申
込

は
２
３
２
人
で
、
総
額
１
億
８
５
３

０
万
円
に
も
達
し
た
」（
前
出
・
藤
原

氏
）
と
い
う
か
ら
凄
い
。

結
局
、
抽
選
で
63
人
に
絞
っ
た
が
、

そ
の
平
均
購
入
額
は
79
万
４
０
０
０

円
と
、
か
な
り
高
額
ラ
イ
ン
に
達
し

た
。「
利
率
は
も
ち
ろ
ん
魅
力
あ
る
が
、

自
分
の
資
金
が
町
の
施
策
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
嬉
し
い
と
い
う

声
も
、
購
入
さ
れ
た
町
民
の
方
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
」（
同
）
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
高
知
市
で
は
郷
土
の

偉
人
・
坂
本
龍
馬
に
ち
な
ん
だ
「
龍

馬
債
」（
発
行
規
模
３
億
円
、
利
率

０
・
79
㌫
）
を
発
行
。「
坂
本
龍
馬
の

生
誕
地
周
辺
の
整
備
事
業
に
活
用
す

る
」（
同
市
財
政
課
）
と
。
千
葉
市
で

は
公
園
整
備
に
「
ち
ば
市
民
債
」
を

発
行
。
ち
ば
市
民
債
は
、
利
率
１
・

04
㌫
の
高
利
率
、
30
億
円
と
い
う
発

行
規
模
な
が
ら
募
集
開
始
の
翌
日
に

は
完
売
し
た
と
い
う
。

求
め
ら
れ
る
発
行
自
治
体

の
積
極
的
な
信
用
情
報
開
示

も
っ
と
も
、
ミ
ニ
市
場
公
募
債
に

は
「
満
期
前
に
解
約
す
れ
ば
、
購
入

時
の
価
格
を
下
回
り
、
元
本
割
れ
す

る
恐
れ
が
あ
る
」（
前
出
・
総
務
省
自

治
財
政
局
地
方
債
課
）。
ま
た
、
金
額

が
小
さ
い
と
は
い
え
、
地
方
財
政
が

逼
迫
し
て
い
る
だ
け
に
「
発
行
す
る

自
治
体
側
が
積
極
的
に
信
用
情
報
を

開
示
し
た
り
、
購
入
す
る
住
民
側
が

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
必
要
」

（
金
融
ア
ナ
リ
ス
ト
）
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
ま
れ
、
地
方
自
治
体
の
民
間
か

ら
の
資
金
調
達
が
本
格
化
し
て
い
る

よ
う
だ
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、

公
募
債
を
購
入
す
る
こ
と
で
蓄
財
意

識
が
高
ま
り
、
行
政
へ
の
参
加
意
識

が
高
ま
る
こ
と
に
。「
ミ
ニ
市
場
公
募

債
」
は
、
地
方
分
権
時
代
に
あ
っ
て
、

地
方
財
政
の
確
保
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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■特命リサーチ

高知市の「龍馬債」で整備した「龍馬の生まれた
まち記念館」

発行日

3月中

2月25日

3月25日

3月30日

3月25日

3月25日

3月25日

3月25日

4月30日

5月下旬（予定）

発行団体

石川県

愛知県

長崎県

習志野市（千葉県）

十日町市（新潟県）

長野市（長野県）

吹田市（大阪府）

世田谷区（東京都）

松山市（愛媛県）

熊野市（三重県）

名　称

ふるさといしかわ債

平成15年度第2回あいち県民債

ながさき創造債

はばたき債

十日町市げんき債

ながの市民債

吹田市民さわやか債

第1回せたがや区民債

『坂の上の雲まちづくり債』

ささゆり熊野市民債

発行額：億円

10（予定）

100

30

3

1

5

6

5

5.5

0.319

利率

未定

未定

0.70%

0.62%

未定

未定

未定

未定

未定

対　象　事　業

学校の整備（予定）

愛知万博開催にあわせて行う交通網の整備事業など

歴史文化博物館などの文化施設の建設や県立高校の改修

保育室の増室、放課後児童会室の増設、天然ガス車の購入、
公園整備、都市計画道路の整備

十日町市子育て支援センター「くるる」、十日町市精神障害者
地域生活支援センターの整備

小中学校の学校建設

味舌水路整備事業、消防本部西消防所合同庁舎建設事業

環境対策、成城四丁目の緑地購入

坂の上の雲のまちづくり関連事業。松山城周辺整備、坂の上
の雲記念館の創設事業、道後温泉の周辺回遊道路の整備

廃棄物処理事業。資源ゴミのストックヤード

■3月以降のミニ市場公募債の発行予定


